
平
成
三
十
一
年
二
月
八
日
提
出

質

問

第

二

九

号

羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松

原

仁
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羽
田
空
港
へ
の
低
空
飛
行
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

先
の
臨
時
国
会
に
お
い
て
、
『
羽
田
空
港
新
飛
行
ル
ー
ト
案
の
変
更
に
関
す
る
質
問
主
意
書
』
（
平
成
三
十
年
十
一
月
三
十

日
提
出
、
質
問
第
九
八
号
、
以
下
『
質
問
主
意
書
』
）
を
提
出
し
、
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
『
衆
議
院
議
員
松
原
仁
君

提
出
羽
田
空
港
新
飛
行
ル
ー
ト
案
の
変
更
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
』
（
平
成
三
十
年
十
二
月
十
一
日
付
け
、
答
弁
第

九
八
号
、
以
下
『
答
弁
書
』
）
を
受
領
し
た
。
上
記
の
答
弁
書
の
内
容
、
お
よ
び
羽
田
空
港
の
新
飛
行
経
路
計
画
に
関
し
て
再

度
質
問
す
る
。

一

『
答
弁
書
』
内
「
一
の
�
お
よ
び
�
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
「
幅
広
い
理
解
を
得
た
上
で
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ま
で
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
記
述
に
つ
い
て

�

こ
の
「
幅
広
い
理
解
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
主
体
か
ら
得
る
必
要
が
あ
る
か
。
新
飛
行
経
路
（
以
下
「
低
空
飛
行
ル
ー

ト
」
）
下
の
住
民
個
人
、
地
方
自
治
体
、
町
会
・
自
治
会
、
企
業
等
は
利
害
関
係
者
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
ら
は

「
幅
広
い
理
解
」
を
得
る
べ
き
主
体
で
あ
る
と
考
え
る
か
。
ま
た
そ
の
他
に
想
定
さ
れ
る
主
体
が
あ
れ
ば
、
具
体
的
に
お

答
え
い
た
だ
き
た
い
。

�

「
幅
広
い
理
解
を
得
た
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
時
期
に
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
用
い
て
判
断
す
る
の
か
。
ま
た
理
解
を

一



得
る
べ
き
主
体
に
対
し
て
世
論
調
査
等
を
行
う
予
定
は
あ
る
か
。

�

低
空
飛
行
ル
ー
ト
を
「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
ま
で
に
運
用
」
す
る
た
め
に

は
、
い
つ
ま
で
に
検
査
飛
行
及
び
制
限
表
面
設
定
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
。
ま
た
「
新
飛
行
経
路
周
知
」
に
は
ど
の
程
度

の
期
間
が
必
要
か
。

二

『
答
弁
書
』
内
「
二
の
�
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
「
羽
田
空
港
の
国
内
線
の
減
便
に
つ
い
て
は
、
当
該
地
域
の
関
係
者
等

の
理
解
を
得
る
こ
と
が
困
難
」
と
の
記
述
に
つ
い
て

�

「
当
該
地
域
の
関
係
者
等
」
と
は
ど
の
よ
う
な
主
体
を
想
定
し
て
い
る
か
。
想
定
さ
れ
る
主
体
を
具
体
的
に
す
べ
て
列

挙
さ
れ
た
い
。

�

『
答
弁
書
』
内
「
一
の
�
お
よ
び
�
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
「
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
の
方
々
」
に

対
し
て
「
新
経
路
案
に
つ
い
て
」
の
「
説
明
」
や
「
丁
寧
な
情
報
提
供
」
を
行
い
「
幅
広
い
理
解
を
得
た
上
で
」
と
の
記

述
が
あ
り
、
こ
う
し
た
対
応
に
よ
り
、
航
空
機
の
騒
音
や
落
下
物
な
ど
生
命
や
財
産
に
リ
ス
ク
を
抱
え
る
低
空
飛
行
ル
ー

ト
下
の
関
係
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
他
方
、
松
原
仁
が
『
質
問
主
意
書
』
の

二
に
お
い
て
示
し
た
羽
田
空
港
と
成
田
空
港
の
一
体
的
な
運
用
と
、
そ
れ
に
伴
う
羽
田
空
港
発
着
の
国
内
便
を
成
田
空
港

二



発
着
に
変
更
す
る
案
で
は
、
国
内
便
利
用
客
の
利
便
性
へ
の
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
生
命
や
財
産
の
リ
ス
ク
を
負
う
関
係

者
は
生
じ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
「
当
該
地
域
の
関
係
者
等
」
に
対
し
低
空
飛
行
ル
ー
ト
下
の
住
民
に
行
っ
て
い
る
の
と
同

様
に
、
「
説
明
」
や
「
丁
寧
な
情
報
提
供
」
を
行
っ
て
も
「
理
解
を
得
る
こ
と
が
困
難
」
と
想
定
さ
れ
る
理
由
を
お
答
え

い
た
だ
き
た
い
。

三

『
答
弁
書
』
内
「
一
の
�
に
つ
い
て
」
に
お
け
る
「
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
及
び
住
民
の
方
々
か
ら
、
航
空
機
か
ら

の
落
下
物
、
航
空
機
の
騒
音
、
不
動
産
の
資
産
価
値
の
低
下
等
を
懸
念
す
る
声
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
」
と
の
答

弁
に
つ
い
て

�

こ
う
し
た
「
航
空
機
か
ら
の
落
下
物
」
、
「
航
空
機
の
騒
音
」
、
「
不
動
産
の
資
産
価
値
の
低
下
」
へ
、
ど
の
よ
う
な

具
体
的
な
予
防
策
を
講
じ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
計
画
し
て
い
る
か
。

�

「
航
空
機
か
ら
の
落
下
物
」
に
よ
る
人
的
お
よ
び
物
的
被
害
、
「
航
空
機
の
騒
音
」
に
よ
る
健
康
被
害
、
「
不
動
産
の

資
産
価
値
の
低
下
」
が
起
き
た
場
合
、
政
府
と
し
て
こ
れ
ら
を
補
償
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

�

航
空
機
の
上
空
通
過
に
よ
る
「
不
動
産
の
資
産
価
値
の
低
下
」
に
関
す
る
、
他
の
地
域
や
外
国
で
の
事
例
等
を
お
持
ち

で
あ
れ
ば
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

三



四

低
空
飛
行
ル
ー
ト
案
の
正
式
採
用
決
定
前
の
「
試
験
飛
行
」
実
施
の
可
否
に
つ
い
て

�

低
空
飛
行
ル
ー
ト
下
の
住
民
か
ら
、
ど
の
程
度
の
騒
音
や
、
視
覚
的
な
圧
迫
感
が
あ
る
か
、
実
際
に
見
て
み
な
く
て
は

判
断
で
き
な
い
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
説
明
会
で
使
用
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｇ
等
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
な
く
、
新
飛
行
ル
ー
ト
に
お
け
る
実
際
の
試
験
飛
行
を
正
式
採
用
前
に
行
う
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
試
験
飛
行
を

行
う
場
合
に
か
か
る
費
用
は
ど
の
程
度
と
見
積
も
ら
れ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


